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第 7 回 9 条世界宗教者会議共同声明 
憲法 9 条とアジアの平和 − 沖縄からの祈り − 

2021 年 3 ⽉ 6 ⽇ 
沖縄、東京  

 
⽇本国憲法 9 条 

 
⽇本国⺠は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、 

国権の発動たる戦争と、武⼒による威嚇⼜は武⼒の⾏使は、 
国際紛争を解決する⼿段としては、永久にこれを放棄する。 

 
前項の⽬的を達するため、陸海空軍その他の戦⼒は、これを保持しない。 

国の交戦権は、これを認めない。 
 
 

 この 9 条世界宗教者会議とは、⽇本国憲法が定める憲法９条を、世界に平和
をもたらす戦争のない世界を実現するために、「世界平和への象徴」としてこの
⽇本国憲法を守り、諸宗教者の信念を共に祈り合わせる会議として発⾜しまし
た。過去には第 1 回を 2007 年 (東京)、第 2 回を 2009 年(ソウル)、第 3 回を
2011 年(沖縄)、第 4 回を 2014 年(東京)、 第 5 回を 2016 年(⼤阪)、第 6 回を
2018 年（広島）と 開催されてきました。 
 
 今回、第 7 回 9 条世界宗教者会議に参加した 120 名は、⽇本(在⽇コリアンの
⽅も含む)、韓国、フィリピン、台湾、グアム、インドネシア、タイ、パキスタ
ン、インド、英国、フランス、ドイツ、カナダ、⽶国から参集しました。参加者
の多くは、2012 年の福島における「原⼦⼒に関する宗教者国際会議」にも参加
しています。コロナ禍の中、初めての試みとして沖縄、東京を基地局としたリモ
ート会議の形をとり 3 ⽉２⽇と３⽇の２⽇間にわたり,世界の平和と正義などの
諸課題についての意⾒交換がなされました。全世界が、武⼒によらない、対話と
信頼に基づく平和が実現しますようにとの祈りを込めて、ここに今回の９条世
界宗教者会議の共同声明を起草します。 
 
（１） 新型コロナウイルスによるパンデミックは、⼈類的な課題であり、全⼈
類が連帯し協⼒してこれに当たることを要請している。SDGｓ持続可能な開発
⽬標の原則は、「誰⼀⼈取り残さない（leave no one behind）」であるが、まさ
にその原則によってこそ、すべての⼈びとに対する公正なワクチンの配分によ
り、この問題に対応できる。そして、核の危機も、気候変動も、海洋プラスチッ
ク汚染も、同じようにすべて⼈類的な課題として取り組むべきである。誰も差別
したり、排除したり、分断したりしてはならない。 
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（２） 沖縄は、第⼆次世界⼤戦の激戦（沖縄戦）の犠牲となり、戦争が終わっ
てからも⽶軍統治下におかれ、1972 年、⽇本への復帰以後も、⽶国の東アジア
における防衛の拠点として、過⼤な⽶軍基地の負担を負わされている。⽇本政府
は、沖縄の過重な基地負担を早急に改善すべきである。辺野古新基地の建設をた
だちに中⽌することを求める。さらに、沖縄の⼤多数の⼈びとに連帯し、辺野古
基地建設のために沖縄戦の犠牲者の遺⾻を含む⼟砂を埋め⽴てに使う計画に憤
りを表明する。 
地域の平和と安全を保持するために、沖縄からの海兵隊の撤収が急務である。⾃
衛隊の南⻄諸島への配備、および将来万⼀ INF 中距離核⼒の沖縄配備が計画
されたような場合は、強く反対する。⽇本、⽶国をはじめ、周辺諸国は、沖縄を
⼆度と戦争に巻き込むような事態を創り出してはならない。 
 
（３） 平和と不戦の誓いであった憲法９条を安倍前政権が、憲法の制約を破っ
て集団的⾃衛権の容認に踏み込んだことに深い憂慮を表明する。また同じく敵
基地を先制攻撃できるような構想にも反対する。⽇本の平和憲法改変は、東アジ
ア地域に⼤きな不安定をもたらすだろう。⽇本⾃⾝が、周辺諸国の脅威となった
り、不安定要因になったりしてはならない。先制攻撃放棄を政策としていない核
保有国にたいして、その制定を求める。また、インド太平洋における⽶国の戦略
枠組みを⼝実として⽇本国憲法９条を「改正」をしようとする試みを斥ける。 
 
（４） ⽇本政府が,⽇本の侵略と植⺠地⽀配を真摯に認めることが、東アジア地
域の平和の礎となる。⽇本政府は、憲法を守るだけでなく、１９９３年の河野（官
房⻑官）発⾔、１９９５年の村⼭（⾸相）発⾔、２０１０年の菅（⾸相）発⾔な
ど、⽇本の過去の侵略と植⺠地⽀配を認める政府の公式声明を⽀持すべきであ
る。私たちは、菅・⾃⺠党政権に対し、「慰安婦」や強制労働問題など、植⺠地
主義や戦争下での未解決の不正や犯罪の責任を明確に認め、謝罪し、被害者への
適切な賠償を⾏わなかった前政権の姿勢を改善することを強く求める。この点
で、現在の⽇本における朝鮮⼈（およびその他の少数⺠族）に対するヘイトスピ
ーチと差別の問題は、政府が本当に過去を反省し、近隣諸国との平和を望むので
あれば、適切に対処しなければならない。また、政府閣僚が、Ａ級戦犯が祀られ
ている靖国神社に参拝してはならないという、これまでの本会議の発⾔を繰り
返す。 
 
（５）近隣国における「領⼟」紛争については、⽇本政府は憲法９条の精神に沿
って、相⼿と対話し、外交交渉によって解決すべきことを求める。またいずれの
国も、武⼒による威嚇、武⼒⾏使は慎むよう、要請する。国連憲章が遵守され、
⽇中関係を謳った⽇中共同声明（１９７２）、⽇中平和友好条約（１９７８）は、
相互の互恵関係として尊重されるべきものである。 
南シナ海、東シナ海いずれにあっても、領⼟、領海紛争のあるところで、軍事⼒
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によって現状を変え、あるいは⼀⽅的な資源開発をしてはならない。そのような
⾏動は、国連の促進する「健全な地球における平和、尊厳、平等」の価値を阻む
ものである。 
 
（6）朝鮮半島の平和構築は、9 条の保全とともに、北東アジアの平和と安定の
鍵を握っている。朝鮮戦争の終結を直ちに正式に宣⾔し、1953 年の休戦協定に
代わる平和条約の締結を求めなければならない。これらの⽬標を達成するため
には、北朝鮮、韓国、⽇本、⽶国が互いに敵対⼼を煽る軍事⾏動をやめることが
急務である。特に、⽇⽶両政府に対し、北朝鮮との国交正常化のための対話の開
始、 国連、⽶国による経済制裁の終結を条件とする北朝鮮の核兵器の解体を含
む朝鮮半島の⾮核化と、朝鮮半島から⽶国の「核の傘」を取り除くことを要求す
る。これに関連して、2018 年 4 ⽉ 27 ⽇に板⾨店で始まった韓国和平プロセス
が、北東アジア地域の平和と安全、共栄のための新しい時代を確実に切り開くも
のであることから、宗教界を含む国際社会が、関係国の政府を尊重し、その⽂⾔
と精神を⽀持することを強く求める。 
 
（7）現在、各国政府は、国益、国⺠感情やメディアの批判に縛られ、対話に基
づく外交を展開しにくい状況にある。このような状況において、各国の宗教者・
市⺠が国境を超えて、平和のために交流し、議論し、対話を進めることに⼤きな
意義がある。国際レベルの市⺠交流は幅が広くなっている今、いかなる軍事⼒を
も放棄する⽇本国憲法９条の精神が、真の平和、安全、尊厳が確⽴されるまで、
世界の⼈びとと国に浸透することを望み、祈るものである 
 
(8) 最後に⽶国を含むすべての核保有国が、２０２１年１⽉２２⽇に発効した核
兵器禁⽌条約を批准することを求める。これによって、全世界における核による
破壊の脅威から、ついに解放され、⾮核朝鮮半島への道を実現することが可能と
なる。 
 
私たちは対⽴を超えて、平和を構築する誓いのあらわれとして、この共同声明を
提起します。 
 

⾏動計画 
 
1. ２０２１年５⽉３⽇、午後６時、「普天間基地ゲート前でゴスペルを歌う会」

に連帯し、オスプレイ配備の反対、軍事基地の撤去、暴⼒への抗議（NO! 
OSPREY NO! RAPE  NO! BASE）を表明して、We shall overcomeを歌う
会を各地で開催する。 
 

2．沖縄辺野古新基地建設埋⽴⼯事に、沖縄戦戦没者(⽇本兵、沖縄住⺠、朝鮮半
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島からの連⾏者)の遺⾻が眠る沖縄本島南部の⼟砂を使うことに反対する意思
表明を⾏うために、沖縄県知事あてに、ファックスあるいはメールで反対のメ
ッセージを送る。 

⽟城デニー沖縄県知事は、知事権限を⾏使し、熊野鉱⼭の開発をやめて
ください。遺⾻が眠る⼟砂を基地に使ってはならない 

要請先 沖縄県知事公室広報課 Fax ０９８―８６６―２４６７ 
メール kouhou@pref.okinawa.lg.jp 
 

３． ２０２１年５⽉３⽇、各国の⽇本⼤使館に[９条守れ]のメッセージを送る 

４． 韓国平和アッピール 朝鮮戦争を終結せよ Korean Peace Appel – End 

the Korean Warを⽀持する https://en.endthekoreanwar.net/ 

５． バイデン政権にたいし、「アジア基軸」(Pivot to Asia)政策を再検討し、対

⽴を避け、武⼒の⾏使、あるいは脅威によらないアジア太平洋地域の緊張
緩和を強く求める 
 

６． 若い世代が、平和、⾮暴⼒について知識を深め、体験によって感性を培う
ために、体験学習、オンラインのプログラム、諸宗教の祈りの集いなどに
ついての情報を交換する。 

 
第７回 9 条世界宗教者会議参加者⼀同 

2021 年 3 ⽉６⽇ 
沖縄、東京、世界の各地より 

 
 


